（第５章）　活用計画
1　基本方針
　京都市公の施設の指定管理者制度運用基本指針の策定に基づいた条例交付により，本施設は市民に開かれた施設管理を基本として活用する。同時に適切な修理及び維持管理措置を講じることにより重要文化財としての保存を図ることも基本とする。
　貴重な文化財の公開と下鴨地区の環境・景観保全に寄与し，市民活動をサポートする性格を有する基本計画とし，主な活用コンセプトとして，次の3つを挙げて検討する。
・旧三井家下鴨別邸の歴史や建造物，庭園を学ぶ場（一般的な公開）

・各種の展示会，講演会，発表会，茶会，撮影会など（MICE会場）

・美しい空間構成を生かした憩いの場（飲食の提供を含む）
これらの基本コンセプトを基にして，公開の基本的な計画案を次に提示する。

２　公開計画
（1） 公開計画の指針

前述した活用コンセプトを受けて，具体的な公開計画の指針を検討する。

1 旧三井家下鴨別邸の歴史や建造物，庭園を学ぶ場
　重要文化財の指定物件においては，その意匠の保全および空間性の維持を前提とし，より市民に開かれた利活用を目指すことが重要である。特に利用時における変更等は行わず，整備時の状態での利用を基本とする。旧三井家の別邸建築が辿った歴史とそれらにまつわる建築・庭園の創意工夫は，これまでにない京都の文化財公開施設と考える。
　ここでは，文化財保護体制における適切な運営方法の確立や，特に意匠保護や景観保全の視点に立ち，的確な広報や解説，研究会，現代的な活動をサポートする文化財の新しい機能やサポートを計画する。また，常設・企画展共にこれらを広く知らしめる内容も計画する。
2 各種の展示会，講演会，発表会，茶会，撮影会など（MICE会場）　
　本施設の歴史的，意匠的，空間的価値をわかりやすく解説する基本方針を受けて，本施設をMICE会場として活用する。特に施設利用者は京都という歴史的な都市の中で，周辺地域や様々な分野に関しての舞台となりうる可能性を持っている。
　京都文化は昨今ユネスコ無形文化遺産に指定された和食や，計画が進む花街など複合的な文化がすでに社会に認知されている。こうした背景を基に，単なる庭園と建造物の公開ではなく，それらを基本とし，さらに他ジャンルとの共存，協働，連携が必要であり，同時にその場所で開催する各種団体のイベントやテーマ性を持った茶会，撮影会などを積極的に導入する。
3 美しい空間構成を生かした憩いの場（飲食の提供を含む）
　重要文化財の建築物において，住宅的な空間性を有した場所における自由な憩いの時間は通常持つことができないが，本施設は京都でも類まれない庭園と建築空間，立地に恵まれた場所である。特に参道空間である下鴨神社と出町柳を結ぶ経路上の優れた環境であることは言うまでもないが，こうした性格を生かしつつ，既存の住宅街との共存を目指す意味で，ひっそりとしたたたずまいの中で，存在感を発揮する必要があるだろう。また地元住民の利用も見据えた憩いの場の創生を公開計画の基本として計画する。
　こうした上記3つの基本コンセプトでは次のような検討内容が予想される。

・下鴨神社祭礼との連動

　→正月，葵祭，御手洗祭り等，多くの行事があるが，こうした行事とタイアップしたサービスの提供，祭礼にふさわしいイベントを開催することを年間の柱としてとらえる必要がある。

・地域性の分析

　→京都における下鴨の性格を検討する場合，交通網との関係，京都観光の移動パターン，等を分析する必要がある。また地元住民の活動拠点として還元作用を促す必要もある。
　特に京都市所有の施設連携検討を行う必要がある。
・貸スペース
　→本施設を貸し出して，イベント対応した際の広報や利用区分等の分節方法を準備する必要がある。
　その他フィルムコミッションやメディア対応，情報発信など積極的な連携が必要となる。
（２）公開計画から想定される活用方策
①公開の基本条件

　　　公開は管理エリア以外全域とし，門より内部においては，利用料のかかる範囲として整備する。公開は一定の定休日以外の昼間の基本時間帯を設定し，場合によりイベントや夜間公開なども検討して，基本的な公開体制を整えるものとする。また裁判所との境界を遮蔽する。また，トイレ等だけの利用・提供に関しては協議の上，管理者により判断できるものとする。
②庭園・建造物の一般公開

庭園，建造物の一般公開（有料）を行う。主屋の１・２階については内部を常時一般公開し，中３階，３階（望楼）は安全面にも配慮し，文化財に影響のない範囲での対処方法で対応する。またここでは期間と入場者数を限定した特別公開を想定している。
③市民活用

茶会等：市民に対して茶会への部屋の貸し出しを行う。また茶事においては仕出しまたは弁当とし，座敷における湯茶の提供などにおいては，品質に座敷等も結婚式などへの対応はもとより，宴席やシンポジウムなどにも提供する。公開エリアとの並行利用に備え，エリア区分等の配慮が必要である。また庭園との連動も重要であり，苔の保護や適切な利用内容を周知させる必要がある。

一棟貸：一般来訪者との区分や事前広報なども必要なため，十分な検討が必要である。宿泊に関しては対応しない。また地元住民活動への優先的使用や利用料のサービスを検討し，地域密着型の貸会場としても検討する。
ルール形成：利用対象や時間，料金等のきめ細かなルール形成も市民参加型の協議なども視野に入れて検討する。またセキュリティー面にも力を入れる。

NPO活動等の拠点：古建築，庭園等に関係する団体等の事務局や会合場所としての可能性を追求する。
④サービス

　見学者に対する抹茶等の飲料提供（有料）を行う。提供スペースとして主屋１階座

敷を想定する。また，期間を限定して，仕出し弁当による飲食を提供することも検討する。この場合，机や御膳等の準備が必要であるが，給仕等を考慮すると，お膳によるサービスと飲食場の毛氈等による分節，サービス動線の分離が必要となる。さらに，お茶菓子などの提供における衛生面の管理なども徹底する必要がある。

　上記の茶会対応にも関係した控室等の環境の検討を行う。
また案内に対するボランティア対応や界隈への対応力を高め，下鴨だけではない京都の文化的観光拠点整備を目指す。
４　公開に向けての検討課題
（１）公開においての課題

旧三井家下鴨別邸の活用を検討するにあたり，課題と考えられる内容が挙げられる。
・指定管理者の選定方法とモニタリング方法の検討
・管理委託範囲の検討（維持管理等の費用分担）

・定期利用の促進（利用者選定の基準や多数応募対応等）

・管理者における建築や庭園の機能・意匠検査能力等の確認。それら担当者における研修方法の実際（メンテナンス方法等含む）
・連携施設の検討…京都市関連施設，観光施設，教育機関等との連携等

・リピーター及び固定ファンの確保
などが挙げられる。
（２）課題に対する管理体制の検討

　旧三井家下鴨別邸を有効活用するためには，これまでの文化財における一般公開などに留まらず，市民の活動拠点とするなど，生きた活用が望まれる。そのためには，多様な利用者のニーズを把握することが必要であり，同時に管理者の運営状況を第三者により評価する必要がある，さらにさまざまな活用やそれらの実践において，広く意見を聴取し，運営に反映されることが必要不可欠であると考えられる。管理団体の京都市による定期的な指定管理者との協議やチェック体制の確立はもとより，維持管理における景観や空間意匠の共通認識を持つために第三者的な評価等も検討する必要がある。
　また，サポートクラブ・ファンクラブ等の制度を設け，定期的な清掃や維持管理活動のボランティアを募り，それらの方々に対する特別な利用等も検討する。

　さらに，京都市関連施設との積極的な連動・協定を検討し，サテライト会場等の位置づけも広くアナウンスし，スケジュールを組むことも検討する。この時，指定管理者のみならず，運営に関しての協力体制を形成することが重要である。
（３）公開エリアの検討

●建築公開エリアにおける利活用区分
次の優先順位が前提条件となる。

・最も重要な鑑賞エリアとして，庭園を望む座敷（１階２階）と庭園の主たる構成要素である園池周辺，および茶室を含むエリア。
・玄関正面における車寄空間

上記２つのエリアは特に常態においての清浄・閑静・常時開放の基本を持つことが基本であり，特別なイベント以外は自由に散策してもらうことが重要である。

また，庭園に接しない北側の座敷等は展示や貸スペースとしての利用促進に努め，多角的な空間利用を検討する。

さらに，玄関棟においては，エントランス機能と施設案内，展示等多面的な機能と意匠を持った空間であり，もっとも配慮すべき空間であることに留意して整備する。

●庭園・外構エリアにおける利用区分

庭園の主たる構成要素である園池南にある滝までを重要な庭園エリアとして設定し，南西エリアは屋外活動においては，仮設などの設置位置として推奨する。また閑地においては，物見台跡に連結された園路の健全な維持管理や防災学習等に向けた表示等も検討する。

（第２章）　保存管理計画
１　現状

（１）保存状況
　平成23年（2011）6月20日，旧三井家下鴨別邸主屋，玄関棟，茶室，敷地が重要文化財（建造物）に指定された。同24年からは京都市が管理団体に指定され管理を行っている。同25年（2013）には，敷地・建物は財務省から文部科学省に移管されている。

　主屋，玄関棟，茶室は，使用されていない状態が続き，傷みや設備の老朽化も進んでいた。また，戦後，家庭裁判所宿舎として利用されてきたため，当初の仕様が改変されている箇所が見られる。

このため，平成24年度から27年度において，京都府文化財保護課へ委託して，旧三井家下鴨別邸の建造物保存修理事業を実施している。同事業において屋根葺替や木部修理等を行う。合わせて庭園等の敷地整備を実施し，平成28年度中より一般公開を行う予定である。
＜建造物＞

・屋根の老朽化といくつかの不陸による傷みが生じ，経年変化による壁等の劣化や設備の老朽化が進行していた。また，建具をはじめとする家庭裁判所官舎時の改変箇所が多々見られる。
このため，建造物修理事業において破損，老朽箇所の修理を行う。また，改変箇所については，活用面を考慮し，当初仕様への復原及び整備を実施する。

＜庭園＞

・園池への給水施設の変更等，作庭当初からの改変が見られる。また，水系の毀損や樹木の繁茂等経年による荒廃が進行している。特に庭園の主たる構成要素である池庭の漏水や利水の変化によるポンプ等の設備は更新できない状況にまで毀損していた。

また，当初の園路位置が不明瞭になっている点や，地覆植生の変化なども目立っている。

２　保護の方針
（1） 活用と文化的価値の両立
文化財に新しい機能や用途を加えて活用する揚合には，現状変更を避けられないことがある。文化財保護の要である保存と活用の両立を目指す際には，文化財の現状を変更してはならない部分と，変更をやむを得ない部分とに区分し，それらの本質的価値を充分に認知しておく必要がある。

今回の活用計画では，特に文化財的価値の高い玄関・一階二階の座敷，庭園における園池，茶室部分は保存あるいは復原を行い，二階北のスペースなどは府民へ利用開放する部分を検討する。この場合でも現状を保全しながら，最小限の変更に留めるほか，意匠復原に際しては，建具等の場合においては特に積極的な活用をはかる。

また，バリアフリー対策として整備を行う部分は，本体への影響を最小限にとどめるものとする。

・保存・復原部分
史料調査，解体調査時における厳密な仕様調査等が必要である。また失われていた意匠においては積極的に復原を行い，鑑賞に供する新機能も検討する。

・保全部分
現況より痛みの進まない程度の補修とするが，現況の材料や意匠をできるだけ残すよう，適切な処置が必要である。また，解体を伴う揚合は，記録や部材の保管を行う。

・整備部分
撤去を伴う揚合は，復旧可能なように処置し，当初の姿を失っていた後補部位に関しては，公開に係る部分において現状変更を行い，より当初の姿に近しい適切な意匠を持った機能整備を行う。スロープや手すりにおいては，本体にできるだけ影響のないよう配慮するか仮設として対応する。

 （２）保護の実際
○一般公開部分

重要文化財としての本質的価値を失わず，さらに，広く活用を促す今日的な機能を併存させた本建築は，近代和風建築という範疇にとどまらず，移築前の木屋町時代の特色を想起させ，同時に下鴨に移築され，池庭との調整や新たな滝等の施設追加の歴史を有する。これらの変遷を踏まえ，次のような保存管理計画上の文化的価値を保護する方針を策定している。

　●建築

・内部公開を主とする部分は，移築時の大正１４年の仕様へ復原する。

　・展示を主とする部分は，基本的に当初仕様へ復原する。
　　（玄関棟，座敷部分の造作等）
　・公開のために必要な設備を整備する。

　・公開時の見学者への利便性を考慮し，主な居室部分（主屋1階座敷・２階座敷，玄関棟広間，管理事務室）には空調機器を整備する。
　・公開に際し，昨今の気象環境等に合わせた機能付加なども検討する。

　・意匠保護にかかる部分で問題のある点については，養生等も含め，来訪者への適切な説明や理解により保護する方向性を探る。

　・悪天候時における庭園・建築双方の鑑賞環境の獲得
　●庭園

・園池および滝等の修理においては，調査を入念に行い，往時の環境を復旧する。

・石造物は，毀損部位が著しく，将来的な保存修理を検討する。

・閑地は，物見台や災害等の歴史を語る上で重要であると同時に，周辺環境に寄与する糺の森の一部であり，庭園・建築を構成する主たる構成要素であることから，内外に連動する庭園の骨格として保護し，適切に維持管理を行う。さらに，庭園散策においては，ルートを連続させるように整備する。

・池庭および園路は，露地庭的な性格を含め，特色のあるものである。庭園意匠の保護と維持管理をはじめ，移築のタイミング等における改変の歴史を保護しながら，適切に鑑賞者へ情報を提供する。また，池庭としての機能を維持すると共に，遺構保護に留意しながら修理を行う。

・植栽の維持管理においては，適切な剪定技術等を管理指標として設定する。
●外構

・下鴨神社参道に面して開かれたエントランスや，顕名霊社の参道等の遺構を保護し，裁判所の利用形態と空間的連続性に配慮した整備を行う。

・エントランスから玄関棟への空間は，移築当時の空間性を基本として復原的に整備すると同時に，庭園と建物への導線と見学範囲を明確に区分できるよう整備する。

・トイレ設置に関しては法的・設備的条件を考慮し，意匠的に配慮した場所への設置を心掛ける。
○活用部分

・活用のために人員を配置するバックヤード空間（厨房，事務室）には，空調機器を配置する。なお，詳細な活用整備計画の策定においては，意匠保護に基づいた事務設備導入も検討する。

・展示に際しては，意匠的，庭園鑑賞的な配慮に従い，適切な場所と設備導入を検討する。
・利用者及び管理者のトイレは，既存設備（玄関棟東側，主屋東側）を整備する。整備については，極力建物に負荷を与えないことを考慮する。

・文化庁，京都府，消防機関と協議の上，消火設備，防犯設備の設置計画を作成し，公開時までに整備する。

　　　　
〇復原部分

・主な復原部位としては，アルミサッシに変更されていた部分や雨戸がアルミ製に変更されていた部位である。木製建具に復原する。
・復原に関しては，古写真等の根拠あるものや，推定される意匠に加え，公開に際して，庭園と建築の一体感をもたらすもの，昨今の集中豪雨等における横殴りの雨などに対応する雨戸およびそれらが鑑賞の妨げにならない配慮等を検討して整備する方法を検討する。
検討課題として，南面　一階二階におよぶ開放的な縁外の雨戸部位に設置されたアルミサッシの取扱いが挙げられる。

　アルミサッシは気密性，水切り性能に優れているが，復原対象年次の大正期には存在せず，木製雨戸と明障子による建具配置によって空間が形成されていた。

　今回は，降雨時において，特に豪雨などの場合に限った措置として，平常は開け放たれている雨戸に小窓を設置するなどして，遮蔽した際に庭園が垣間見える来訪者への対応を検討している。

また，其の他木製雨戸への復旧は，公開時間においても遮蔽した際に，鑑賞への妨げになる部位は少なく，それに付随する戸袋の復原再設置等は，通常の重要文化財建築物の考証方法等に則り，行う予定である。

なお，これらの各エリアにおいては前述した保存・復原部分と保全部分，整備部分に区分され，各室における保護の方針に関しては次の頁から一覧表として明記する。
（２）部位の設定と保護の方針　（次ページ表）

３　管理計画
（1） 管理一般方針
①現在の管理体制

　現在は修理中であるため，公開に向けた管理体制はとられていないが，京都市が管理団体としてこれらの事業を含めた施設環境を管理している。
　②整備後の管理体制

　維持管理・活用を視野に入れた管理委託を検討する場合は，数寄屋空間の室礼技法等に詳しい団体等を選定することが望まれる。また，京都における観光事業に精通し，広報や企画力のある団体が望ましい。また，固定ファン獲得のためには，特待サービスの実践や会員特典なども検討でき，運営への市民参加や協力体制にも対応する能力を有していることが望ましい。
　本施設の文化的価値は，財閥系の施設であることや，移築された経緯，変遷がやや難しい庭園の構成など多岐にわたり，広報による魅力の紹介はやや難しい側面がある。利用形態等にも工夫を凝らし，奥深い魅力やネットワーク，利用形態の模索が必要と考えており，こうした利用提案なども選定基準に見据えて検討する。
　また建物の日常管理範囲には，文化財マネージャーなどの各種団体（建築や庭園，伝統的な文化保全団体）の実習地として提供することや，各技術工業組合の伝統工法実習場などにタイアップして，清掃や軽修理を実施することも検討する。
　さらに，こうした団体の能力や活動実績のモニタリング体制も同時に検討する。
　③防災・防犯

　防災面では，基本的な耐震性能を調査，施工し，最大限努力する。また，瓦重量の軽減や左官の修理，足固めや小屋裏の補強，金物等による意匠への影響を考慮した施工方法を追求するものとする。

　防犯においては，庭園内の死角や樹木等の剪定を行うほか，防犯カメラの設置や係員の配置などで計画し，基本的な防犯対策を検討する。また，これらの検査や確認，各消防等との連携も行う。

（２）管理方法

　京都市が管理団体となり，その運営は指定管理者制度の導入により維持管理を行うものとする。それらの剪定に関しては，総合的な管理運営企画能力の総合的な評価を持って選定する。
　特に庭園に関しては，定期の日常管理が必要であるが，それらに携わる業者選定の技術的基準等に関する件も検討する。イベント等の内容の選定基準，貸出等を行う場合，それらの安全管理や管理者の就任が重要である。また，定期的な管理状況のチェックや毀損状態の把握，修繕判断等，中長期的な計画も契約内容にも盛り込むことが望ましい。さらに，これら文化的価値の適切な評価や広報を積極的に行う能力も問うことが重要である。

　また，展示内容に関しては基幹的な三井家由来の資料と，季節や定期的な入替を想定した展示内容を基本とするが，これらの資料管理，著作権等の管理も重要である。また市民向け貸出エリア（貸ギャラリー等）と常時公開エリアを分離し，維持管理上もこれらの分離や両立，セキュリティーなどにも留意する。さらに貸出期間区分や選定基準（貸出等における）を策定する必要がある。また，湯茶の提供なども視野に入れ，バックヤード部分との動線計画も行う。
４　修理計画
　文化財における基本的な修理基準に則り，適切な修理方法と技法を保持して修理事業を進めることとする。

　次に具体的な公開以後の修理計画を検討する。

1 建築

　建築の修理においては，100年単位での大規模修繕を今回行っており，屋根と壁面，構造的補強を主軸とした修理が現在行われている。その後数十年単位の屋根修理や壁，設備修理，10年単位での樋や排水，電気関係の検査や修繕が見込まれる。

　また，外部においては軒簾。内部においては襖や障子など日常使用における劣化部位があり，これらが適切な意匠保護，歴史的・文化的な利用方法に則った状況に維持されることが求められる。

　管理者は基本的な建築の消耗内容や暴風雨時における対応，雨戸や樋等の日常管理方法を徹底して，健全な状況を保つことが，建築の寿命を長らえるものと考える。

　こうしたメンテナンス方法や技術研修を確立し，そうした管理者が適切に配置されているかどうかをモニタリングする必要がある。またこうした季節的なメンテナンスは来訪者にとっては興味深い事象であり，衣替え等においてはボランティアなどを募ることも検討する。
　さらに，関係団体等の実習の場としても公開し，伝統的な技術や技法の継承を促す舞台として認識されるべきである。

2 庭園

　・園池

特に園池においての水系保全は，専門的な見地による確認や修繕が必要であることから，適切な団体等が常時点検するような体制が必要である。とくに漏水などは専門的な見地から目地等の定期的な補修なども検討する。また，利水における設備管理においては，管理者による技術的な点検も可能となるように研修する。

・植栽

樹木は木屋町からの移築時に，既存樹木を避けて計画が立てられたという歴史的経緯や，世界遺産のバッファゾーンにもあたることから，周辺環境との関係性を基本として，適切な建築等への影響を配慮しつつ，当初からの作庭意図を尊重した基本的な維持管理計画を持って，対応することが望ましい。また造園業者においては，適切な選定保存技術団体所属など，伝統的な造園知識と技術保有者による施工が望ましい。

　また，高木類の落葉による樋の維持管理は，作業の優先順位を決めて，随時定期的な点検と作業を計画し，点検確認を行う必要がある。特に樋に詰まることなど建築の健全性に大きく関係することから，定期的な樋清掃も行うようにする。
・石造物

数多くの石造物が存在しているが，劣化や毀損が見られている。将来的な補修を視野に入れ，調査と状況確認，毀損届等の体制を取ることが重要である。

・構造物

物見台跡や門，築地塀などの構造物は文化的価値，本敷地における歴史的価値に優れ，活用すべき財産である。特に水害の歴史など防災教育に供するものも多く，適切な周知・説明を行うことで活用することが望ましい。
3 設備

　設備の維持管理対象は，主に電気，給排水，ポンプ等である。さらに電気設備においては照明（室内外）や空調等が存在する。給排水においては衛生器具等があり，散水や園池管理に供するものもある。これら設備機器の維持管理や修理，更新においては，十分な検討と維持管理方法等を検討する必要がある。特に定期検査とうの義務化や省エネルギー対応も視野に入れ，適切かつ長期的な維持管理に努める必要がある。
　また，空調設備の導入においては，意匠はもとより，設置時における部材等への負担軽減も視野に入れ，適切な設置に務める。

